
研 究 業 績 リ ス ト

申請者：山 口 隆 司

著 書 お よ び 学 術 論 文 名 著 者 名 発行年月
発 行 所 又 は

誌 名 ( 巻 号 頁 )

［学術論文］

1. 高力ボルト鋼管フランジ継手の設計法に関する基

礎的研究

渡邊英一，杉浦邦征

山口隆司，葛西俊一郎

1992. 3 構造工学論文集,Vol.38A,土木

学会，pp. 1-12

2. 高力ボルト引張継手におけるボルト周辺部の離間

現象と引張剛性

渡邊英一，山口隆司

杉浦邦征，葛西俊一郎

1994. 3 構造工学論文集,Vol.40A,土木

学会,pp. 153-162

3. スプリットティー継手の平面２次元解析における一

検討

渡邊英一，山口隆司

杉浦邦征

1995. 3 構造工学論文集,Vol.41A,土木

学会,pp. 95-102

4. スプリットティー継手の疲労挙動に関する実験的研

究

渡邊英一，山口隆司

杉浦邦征，葛西俊一郎

1996. 4 土木学会論文集,

No.537/I-35,pp.133-144

5. 高力ボルト引張継手の３次元離間挙動 渡邊英一，山口隆司

杉浦邦征，葛西俊一郎

1996. 7 土木学会論文集,

No.543/I-36,pp.107-121

6. 多列配置高力ボルト引張継手の力学的挙動 渡邊英一，杉浦邦征

山口隆司，諸岡 伸

斉藤 浩

1999.3 構造工学論文集，Vol. 45A，土

木学会，pp.51-60

7. 超音波縦波および横波を用いた高力ボルト軸力測

定に関する基礎的研究

上野幹二，山口隆司

小林昭一

2000.3 構造工学論文集，Vol. 46A,土

木学会，pp.1147-1152

8. インターネット並列ハイブリッド実験システムの開発 岸本吉弘，北田俊行

山口隆司，鈴鹿良和

永田和寿，渡邊英一

杉浦邦征

2000.10 土木情報システム論文集，Vol.

9, 土木学会，pp. 110-210

9. 高力ボルト引張継手を用いた箱型断面接合部の組

合せ荷重下における力学的挙動

山口隆司，鈴木康夫

北田俊行，杉浦邦征

秋山寿行

2001.3 構造工学論文集，Vol. 47A,土

木学会，pp.103-112

10. 軸方向引張力作用下の太径高変形能高力ボルト

(M30)の変形性能

山口隆司，北田俊行

中野貴史

2001.12 鋼構造論文集，第 8 巻，第 32

号，日本鋼構造協会，pp.1-8

11. New Technologies of Steel Bridges in Japan T. Kitada

T. Yamaguchi

M. Matsumura

J. Okada

K. Ono
N. Ochi

2002.1 Journal of Constructional Steel

Research, Vol.58, Elsevier, pp.

21-70

12. 並列ハイブリッド実験システムの実験精度に関する

２，３の考察

永田和寿，渡邊英一

北田俊行，杉浦邦征

山口隆司

2002.3 構造工学論文集，Vol. 48A,土

木学会，pp.35-42

13. 引張力およびせん断力が高力ボルト引張継手の曲

げ強度・剛性に与える影響

山口隆司，鈴木康夫

北田俊行，杉浦邦征

秋山寿行

2002.7 土木学会論文集，土木学

会,No.710/I-60，pp. 439-447

14. ネットワーク技術を用いた異種橋脚を持つ単径間高

架橋の崩壊過程シミュレーション

山口隆司，岸本吉弘

永田和寿

2003.3 構造工学論文集，Vol. 49A,土

木学会，pp. 47-56

15. 柱基部定着構造の力学的特性に関する基礎的研

究

山口隆司，北田俊行

岡田 潤，中野貴史

2003.3 構造工学論文集，Vol. 49A,土

木学会，pp.39-46
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16. Effect of tensile and shear force on mechanical be-

havior of high strength bolted tensile joints

T. Yamaguchi
Y. Suzuki
T. Kitada
K. Sugiura

2004.2 Journal of Constructional Steel
Research, Vol.60 Elsevier, pp.
1545-1560

17. 活荷重シミュレーションによる鋼橋および RC 橋の信

頼性指標を用いた曲げ強度評価についての基礎的

研究

山口隆司，北田俊行

小原菜美子
2004.3 構造工学論文集，Vol.50A，土

木学会，pp.1399-1408

18. 高力ボルト引張接合を用いたトラス橋ガセットレス複

合構造格点部の開発に関する実験的研究

山口隆司，橋本国太郎

鈴木康夫，北田俊行

杉浦邦征

2004.3 構造工学論文集，Vol.50A，土

木学会，pp.1409-1418

19. 高力ボルト L 型引張継手の終局強度と継手面接触

力の変化特性に関する基礎的研究

鈴木康夫，北田俊行

山口隆司

2005.1 土木学会論文集，土木学会

No.780/I-70,pp.87-96

20. 板幅方向にテーパーを有する鋼製周辺単純支持板

の圧縮強度と変形能

杉浦邦征，熊野拓志

山口隆司，渡邊英一

2005.1 土木学会論文集，土木学会

No.780/Ⅰ-70,pp.231-239

21. 高力ボルト摩擦接合継手のすべり強度/降伏強度比

とすべり係数に関する検討

山口隆司，橋本国太郎

森猛

2005.3 構造工学論文集，Vol.51A，土

木学会，pp.1737-1748

22. 高変形能高力ボルトを用いた長締め半剛結柱基部

接合部の力学的挙動に関する解析的検討

宋樹剛，山口隆司

北田俊行，橋本国太郎

2005.6 鋼構造論文集，第 12 巻，第 46

号，日本鋼構造協会，pp.59-68

23. 高変形能高力ボルトを用いた短締め形式引張接

合継手の力学的挙動とその強度評価に関する基

礎的研究

山口隆司，北田俊行

宋樹剛

2006.3 鋼構造論文集，第 13 巻，第 49

号， (社 )日本鋼構造協会，

pp.11-22，

24. 水平 2 方向に地震力を受ける免震橋脚の応答性

状に関する研究

永田和寿，尾関孝人

渡邊英一，杉浦邦征

山口隆司

2006.3 構造工学論文集，Vol.52A，

（社）土木学会，pp.583-592

25. 薄肉少補剛ウェブ合成ハイブリッド箱桁の正曲げ

終局強度に関する解析的研究

利根川太郎，山口隆司

杉浦邦征，渡邊英一

2006.4 土木学会論文集 A，土木学

会，Vol.62，No.2，pp. 300-311

26. 高機能剛材を用いた合成ハイブリッド箱桁の正曲

げ耐荷特性に関する実験的研究

利根川太郎，浦野友樹

杉浦邦征，山口隆司

渡邊英一，中村雅樹

2006.7 土木学会論文集 A，土木学

会，Vol.62，No.3，pp. 643-655

27. 板幅方向にテーパーを有する鋼製自由突出板の

圧縮強度と変形能

鈴木康夫，山口隆司，

熊野拓志，杉浦邦征，

渡邊英一

2006.7 土木学会論文集 A,土木学会，

Vol.62，No.3，pp.531-542

28. 軸方向および幅方向テーパー鋼板の圧縮強度評

価方法の一提案

熊野拓志，山口隆司，

杉浦邦征，鈴木康夫，

橋本国太郎

2008.3 鋼構造論文集，第 15 巻，第 57

号 ， 日 本 鋼 構 造 協 会 ，
pp.87-102

29. 高力ボルト摩擦接合とする既設リベット継手の部分

取替え補修に関する解析的検討

橋本国太郎，山口隆司，

北田俊行

2008.3 構造工学論文集，Vol.54A，土

木学会，pp.555-562

30. 橋梁の応急的な補修を想定した万力摩擦接合の

基礎的実験

橋本国太郎，山口隆司，

北田俊行，鈴木康夫，

山本 剛

2008.3 構造工学論文集，Vol.54A，土

木学会，pp.575-581

31. 接合面処理方法と品質を考慮した高力ボルト摩擦

接合継手すべり係数の提案

森 猛，南邦明，

井口進，山口隆司

2008.4 土木学会論文集 A，土木学

会，Vol.64，No.1，pp.48-59

32. 高架橋上の付属柱状構造物定着部の疲労に強い

構造に関する実験的研究

石橋知彦，山口隆司，

北田俊行，中本寛二，

松村政秀

2008.6 鋼構造論文集，第 15 巻，第 58

号， (社 )日本鋼構造協会，
pp.69-77

33. 独立成分分析による橋梁振動のブラインド逆畳み

込み同定

大島義信，小林良和，

山口隆司，杉浦邦征

2008.8 応用力学論文集，土木学会，

Vol.11，pp.971-978
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34. ソールプレート周辺にき裂を有する鋼橋 I 桁端部

のせん断耐荷力特性に関する基礎的研究

金仁浩，山口隆司，

北田俊行，中村智昭

2008.11 土木学会論文集 A,土木学会，

Vol.64，No.4，pp.841-856

35. 幅方向テーパー鋼板を腹板に用いた鋼Ｉ桁の曲げ

およびせん断挙動

橋本国太郎, 山口隆司,

大塚浩介, 杉浦邦征,

鈴木康夫, 熊野拓志

2009.3 構造工学論文集，Vol.55A，土

木学会，pp. 144-153

36. 圧縮力を受ける F18T 級超高力ボルト摩擦接合継

手の力学的挙動に関する解析的研究

山口隆司, 北田俊行,

池田敬之, 吉岡夏樹

2009.3 構造工学論文集，Vol.55A，土

木学会，pp. 1005-1013

37. テーパー鋼板およびそれを用いた箱桁の初期不

整に関する実測と考察

熊野拓志, 鈴木康夫,

北原武嗣, 杉浦邦征,

山口隆司

2009.3 構造工学論文集，Vol.55A，土

木学会，pp. 977-984

38. 可撓性フィラーによる引張ボルト接合継手の高強

度化に関する実験的研究

鈴木康夫, 山口隆司,

中島章典, 清水崇寛

2009.3 構造工学論文集，Vol.55A，土

木学会，pp. 1014-1023

39. 大きなき裂損傷が発生した鋼桁橋の全体残存耐

荷力に関する解析的検討

山口隆司，金仁浩，

北田俊行，村本和之

2009.9 鋼構造論文集，第 16 巻，第 63

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
15-25

40. 経年無塗装耐候性鋼材を用いた高力ボルト摩擦

接合継手のすべり耐力試験

坂井田実，杉浦邦征，

山口隆司，村上茂之，

橋本国太郎

2009.9 鋼構造論文集，第 16 巻，第 63

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
37-48

41. Assessment of fatigue cracks in orthotropic steel
decks

K. Sugiura
K. Hashimoto
Y. Oshima
T. Yamaguchi

2009.9 Steel Construction Vol.2, No.3,
Ernst & Sohn, pp. 175-180

42. 鋼道路橋の腐食した桁端の耐力特性とその設計

法に関する２，３の考察

臼倉誠，金銅晃久，

山口隆司，畠中彬，

三ツ木幸子，橋本国太

郎，杉浦邦征

2010.3 構造工学論文集，Vol.56A，土

木学会，pp.722-732

43. 腐食損傷を受けたリベット継手の力学的挙動に関

する検討

橋本国太郎，山口隆司，

三ツ木幸子，杉浦邦征

2010.3 構造工学論文集，Vol.56A，土

木学会，pp.756-765

44 ルートを起点に発生進展するき裂に着目した既設

鋼床版の応力解析

高田佳彦，田畑晶子，

橋本国太郎，杉浦邦征，

山口隆司

2010.3 構造工学論文集，Vol.56A，土

木学会，pp.766-778

45 極厚鋼板を対象とした多列高力ボルト摩擦接合継

手の力学的挙動に関する実験的研究

山口隆司，彭 雪，

鈴木康夫，宮尾修平

2010.6 鋼構造論文集，第 17 巻，第 66

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
23-33

46 鈑桁端部の支点上のウェブと補剛材の下端腐食

範囲の違いがその耐力特性に及ぼす影響

臼倉誠，山口隆司，

豊田雄介，三ツ木幸子，

金銅晃久

2011.3 構造工学論文集，Vol.57A，土

木学会，pp.724-734

47 音響による鋼製フィンガージョイント上の段差量の

評価の試み

一ノ瀬伯子ルイザ，

松村政秀，山上哲示，

山口隆司

2011.3 鋼構造論文集，第 18 巻，第 69

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
1-8

48 高力ボルト摩擦接合継手の水中構造物への適用

に関する実験的研究

仲保京一，森井俊明，

松下裕明，山口隆司

2011.3 構造工学論文集，Vol.57A，土

木学会，pp.831-841

49 幅方向テーパー鋼板を用いた箱型断面鋼製橋脚

の耐震性能に関する研究

橋本国太郎, 杉浦邦征,

山口隆司, 熊野拓志

2011.4 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学） ,土木学会，Vol.67,
No.1, pp.177-192

50 高力ボルト摩擦接合された２面添接形式鋼トラス橋

格点部の力学的挙動とその有効幅算定法に関す

る２，３の考察

山口隆司，吉田晋侑，

橋本国太郎，杉浦邦征

2011.9 鋼構造論文集，第 18 巻，第 71

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
27-42

51 曲げを受ける高力ボルト摩擦接合継手を有する合

成桁接合部の力学的挙動に関する実験的研究

山口隆司，長井正嗣，

宮下剛，戸田圭彦，

吉岡夏樹，松岡徹

2012.1 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学） ,土木学会，Vol.68,
No.1, pp.16-27

52 無機ジンクリッチペイント面とそれと異なる接合面

処理がなされた高力ボルト摩擦接合継手のすべり

耐力試験

丹波寛夫，木村聡，

杉山裕樹，山口隆司

2012.3 構造工学論文集，Vol.58A，土

木学会，pp.803-813
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53 山形鋼部材からなる小型送電鉄塔の耐荷力特性

に関する研究

松村政秀，畠中彬，

山口隆司

2012.3 構造工学論文集，Vol.58A，土

木学会，pp.50-61

54 リベット頭部が腐食損傷したリベット集成 I 桁の

曲げ挙動に関する実験的研究

堀 嗣輔，橋本国太郎，

山口隆司，杉浦邦征，

三ツ木 幸子

2012.3 構造工学論文集，Vol.58A，土

木学会，pp.701-709

55 走行車両と橋梁の振動伝達に関する基礎的研究 大島義信，小林義和，

山口隆司，杉浦 邦征

2012.6 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学），土木学会，Vol.68,
No.2, pp.384-397

56 数十回オーダー繰り返し載荷を受ける既設鋼製橋

脚の耐力低下に関する基礎的研究

北原武嗣，田中賢太郎，

山口隆司，岸祐介，

濵野剛

2012.9 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学） ,土木学会，Vol.68,

No.4, pp.Ⅰ-499-Ⅰ-508

57 既設鋼床版に対する下面補強工法である鋼板補

強モルタル充填併用工法の構造合理化の検討

丹波寛夫，木村聡，山口

隆司，杉山裕樹，田畑晶

子，高田佳彦

2013.3 構造工学論文集，Vol.59A，土

木学会，pp.767-780

58 皿型高力ボルトを用いた摩擦接合の継手特性に

関する研究

田畑晶子，金治英貞，黒

野佳秀，山口隆司

2013.3 構造工学論文集，Vol.59A，土

木学会，pp.808-819

59 ガセットプレートを考慮したトラス橋圧縮部材

の終局強度と変形に関する研究

松村政秀，吉山純平，山

口隆司

2013.3 構造工学論文集，Vol.59A，土

木学会，pp.169-179

60 偏心圧縮力を受ける鋼管柱への高弾性 CFRP

補強効果に関する研究

松村政秀，幸田真也，久

部修弘，山口隆司

2013.3 構造工学論文集，Vol.59A，土

木学会，pp.190-198

61 橋梁製作で使用される溶接材料の機械的性質の

現状

南 邦明，山口隆司 2013.5 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学） ,土木学会，Vol.69,
No.2, pp.222-231

62 皿型高力ボルトを用いた摩擦接合継手のボルト

形状及び継手特性に関する解析的検討

田畑晶子，金治英貞，黒

野佳秀，山口隆司

2013.9 鋼構造論文集，第 20 巻，第 79

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
19-28

63 自己組織化特徴マップ(SOM)を用いたアーチ

系橋梁の健全度診断に関する基礎的研究

池田祥宜，山口隆司，北

原武嗣，杉浦邦征，森若

浩司

2013.9 鋼構造論文集，第 20 巻，第 79

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
53-66

64 厚板多列高力ボルト摩擦接合継手の構造諸元が

すべり挙動に与える影響に関する解析的研究

彭雪 , 山口隆司 , 高井

俊和, 村越潤, 澤田守

2013.9 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学） ,土木学会，Vol.69,

No.3, pp.452-466

65 接合面が鋼材粗面と無機ジンクリッチペイント

面の高力ボルト摩擦接合継手のすべり係数の提

案

丹波寛夫 , 行藤晋也 ,

木村聡, 山口隆司, 杉

浦邦征

2014.3 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）,土木学会，Vol. 70，

No. 1，pp.137-149

66 接触面に無機ジンクリッチペイントを塗装した

厚板・多列の高力ボルト摩擦接合継手のすべり

耐力試験

村越潤 , 澤田守 , 山口

隆司, 彭雪, 大嶽敦郎

2014.3 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）,土木学会，Vol. 70，

No. 1，pp.94-104

67 On longevity and monitoring technologies of bridg-
es: a survey study by the Japanese Society of Steel
Construction

Eiichi Watanabe ,
Hitoshi Furuta ,
Takashi Yamaguchi and
Masato Kano

2014.3 Structure and Infrastructure
Engineering: Maintenance,
Management, Life-Cycle De-
sign and Performance， Taylor
& Francis, vol.10,issue 4, pp.
471-491

68 トラス橋における各種圧縮部材の終局強度および

変形に関する解析的研究

松村政秀，吉山純平，山

口隆司

2014.3 構造工学論文集，Vol.60A，土

木学会，pp.126-133

69 経年無塗装耐候性鋼材を用いた異種接合面を有

する高力ボルト摩擦接合継手のすべり係数に関す

る実験的研究

橋本国太郎，山口隆司，

鈴木克弥，石原一伸，杉

浦邦征

2014.3 構造工学論文集，Vol.60A，土

木学会，pp.632-641

70 拡大孔を有する皿型高力ボルト摩擦接合継手の

すべり耐力に関する研究

田畑晶子，黒野佳秀，金

治英貞，山口 隆司

2014.3 構造工学論文集，Vol.60A，土

木学会，pp.674-685

71 皿型高力ボルト摩擦接合継手の施工誤差に起因

する片当たりがすべり耐力及びすべり後耐力に与

える影響の検討

田畑晶子，黒野佳秀，金

治英貞，山口 隆司

2014.3 構造工学論文集，Vol.60A，土

木学会，pp.686-693

72 高力ボルト継手の終局挙動における孔変形に着

目した 2，3 の考察

高井俊和，山口隆司，三

ツ木幸子，西川真未

2014.3 構造工学論文集，Vol.60A，土

木学会，pp.694-702
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73 腐食孔を模擬した凹部を有する接合面に接着剤を

塗布した高力ボルト継手の力学的挙動に関する実

験的研究

丹波寛夫，行藤晋也，山

口隆司，杉浦邦征，飛ヶ

谷明人，田畑晶子

2014.3 構造工学論文集，Vol.60A，土

木学会，pp.703-714

74 各種のばらつきが厚板鋼板の高力ボルト摩擦接合

継手のすべり耐力に与える影響に関する研究

高井俊和，彭雪 ,山口隆

司，山階清永

2014.6 鋼構造論文集，第 21 巻，第 82

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
15-27

75 高力ボルト摩擦接合継手の孔変形に基づいた支

圧耐力に関する実験的研究

戸田圭彦 , 山口隆司 ,岑

山友紀, 直江 康司

2014.9 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）,土木学会，Vol. 70，

No. 3，pp. 333-345

76 1,800N/mm2 級超高力ボルトに使用するねじ形状

の開発および性能確認試験

山口隆司 ,長崎英二 ,潘

超，木村勇次

2014.9 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）,土木学会，Vol. 70，

No. 3，pp. 409-417

77 フィラープレートの板厚が高力ボルト摩擦接合継

手の荷重伝達に与える影響に関する解析的研究

高井俊和，彭雪，山口隆

司

2015.2 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 71 ， No. 1 ，
pp.1-9

78 厚板多列高力ボルト摩擦接合継手の母材純断面

降伏挙動に関する解析的研究

彭雪，山口隆司，高井俊

和

2015.2 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 71 ， No. 1 ，
pp.47-54

79 接着剤と高力ボルトを併用した軸方向力を受ける

当て板補修に関する実験的研究

丹波寛夫，行藤晋也，山

口隆司，杉浦邦征

2015.3 構造工学論文集，Vol.61A，土

木学会，pp.585-596

80 片面に金属溶射を用いた高力ボルト摩擦接合継

手のすべり係数とすべりメカニズムに関する実験的

研究

黒野佳秀，小坂崇，山口

隆司

2015.3 構造工学論文集，Vol.61A，土

木学会，pp.597-604

81 高力ボルト摩擦接合継手の目違いがすべり耐数に

与える影響に関する解析的研究

高井俊和，山口隆司，山

階清永

2015.3 構造工学論文集，Vol.61A，土

木学会，pp.605-613

82 リベット継手の高力ボルト置き換えによる補修・補

強工法に関する実験的研究

小松靖朋，中上貴裕，柚

本真介，小林茂，松本崇

志，山口隆司

2015.3 鋼構造論文集，第 22 巻，第 85

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
1-14

83 機械式接合を用いた疲労き裂の簡易応急補修法

の検証

橋本国太郎，穴太聖哉，

杉浦邦征，山口隆司，三

ツ木幸子，鈴木威，田畑

晶子

2015.3 鋼構造論文集，第 22 巻，第 85

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
59-70

84 千鳥配置された高力ボルト摩擦接合継手の荷重

伝達メカニズム

山階清永，山口隆司，高

井俊和，彭雪

2015.9 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 71 ， No. 2 ，
pp.221-233

85 ノックオフ部材とすべり支承からなる支承形式のモ

デル化に関する検討

中西泰之，松村政秀，山

口隆司

2015.9 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学），Vol. 71，No. 4（地震

工 学 論 文 集 第 34 巻 ） ，

pp.Ⅰ_265-Ⅰ_273

86 長時間地震動が作用する鋼製橋脚の耐力低下に

関する解析的検討

北原武嗣，岸祐介，鈴木

拓馬，山口隆司

2015.9 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学），Vol. 71，No. 4（地震

工学論文集第 34 巻），pp.Ⅰ

_807-Ⅰ_814

87 自己組織化マップを用いた小型橋梁模型による損

傷検知に関する検討

山口隆司，北原武嗣，森

若浩司，堂ノ本翔平

2015.10 JCOSSAR 2015 論文集，日本

機械学会，pp.361-368

88 ノックオフ型サイドブロックを併設した免震高架橋

の地震時挙動

中西泰之，松村政秀，山

口隆司

2015.6 鋼構造論文集，第 22 巻，第 86

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
23-32

89 無機ジンクリッチペイントを塗布した厚板多列高力

ボルト摩擦接合継手のすべり耐力の変動に関する

2，3 の考察

高井俊和，山口隆司，山

階清永

2015.12 鋼構造論文集，第 22 巻，第 88

号，(社)日本鋼構造協会，pp.
1-9
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90 ボルトピッチおよび列数が高力ボルト摩擦接合継

手の支圧限界応力に与える影響の基礎的検討

森山仁志，田畑晶子，山

口隆司，藤林美早

2016.2 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 72 ， No. 1 ，

pp．119-132

91 接触面を無塗装とした厚板・多列の高力ボルト摩

擦接合継手のすべり耐力試験

村越潤，石原大作，澤田

守，山口隆司

2016.2 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 72 ， No. 1 ，

pp．166-175

92 偏心軸方向力の繰返しを受ける鋼箱型断面柱の

終局強度と変形性能に関する実験的研究

松村政秀，小野潔，吉山

純平，山口隆司

2016.2 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 72 ， No. 1 ，

pp．92-106

93 鋼鉄道橋のカバープレート取替がその力学的挙動

に及ぼす影響に関する解析的検討

馬場幸志, 山口隆司, 木

村元哉, 坂田鷹起, 高井

俊和

2016.3 構造工学論文集，Vol.62A，土

木学会，pp.657-666

94 球状黒鉛鋳鉄板を用いた高力ボルト摩擦接合継

手のすべり耐力

池田裕哉, 山口隆司, 佐

伯英一郎, 飛永浩伸, 日

高哲郎

2016.3 構造工学論文集，Vol.62A，土

木学会，pp.705-714

95 高力ボルト継手の変動を考慮した終局荷重および

エネルギー吸収量に関する基礎的研究

高井俊和, 舟山耕平, 三

ツ木幸子, 山口隆司

2016.3 構造工学論文集，Vol.62A，土

木学会，pp.715-725

96 L 字形材をボルト接合した鋼板パネルにおけるボ

ルト間隔が補剛効果に与える影響に関する解析的

研究

藤田翔吾, 山口隆司, 松

村政秀

2016.3 構造工学論文集，Vol.62A，土

木学会，pp.726-736

97 断熱塗料を用いた結露抑制に関する研究 永田和寿, 堀田広己, 原

聡太郎, 山口隆司, 北原

武嗣

2016.3 構造工学論文集，Vol.62A，土

木学会，pp.595-602

98 片側 2 本ボルトの高力ボルト継手の終局挙動 舟山耕平，高井俊和，三

ツ木幸子，山口隆司

2016.3 鋼構造論文集，第 23 巻，第 89

号， (社 )日本鋼構造協会，
pp.23-35

99 引張を受ける高力ボルト鋼板当て板接合部の荷重

伝達機構に関する解析的検討

永田和寿，町田幸大，小

川麻実，山口隆司

2016.6 鋼構造論文集，第 23 巻，第 90

号， (社 )日本鋼構造協会，
pp.27-37

100 ノックオフ部材とすべり支承からなる支承形式の高

架橋への適用性

中西泰之，松村政秀，山

口隆司

2016. 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 72 ， No. 2 ，

pp．322-331

101 高力ボルト摩擦接合継手における接合面の塗装

条件および暴露期間がすべり係数に与える影響の

検討

村越潤, 澤田守, 山階清

永, 山口隆司, 石原大作

2017.2 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 73 ， No. 1 ，

pp．40-53

102 ねじ付きスタッドによりあて板した鋼板の繰り返し引

張挙動に関する基礎的研究

田畑晶子, 儀賀大己, 小

野秀一, 山口隆司

2017.2 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 73 ， No. 1 ，

pp．114-125

103 既設合成桁橋の合理的な床版取替え工法に関す

る基礎的研究

小林駿祐，松本崇志，光

川直宏，山口隆司，小倉

司

2017.3 構造工学論文集，Vol.63A，土

木学会，pp.57-66

104 添接板で破断する場合の高力ボルト継手の性能

に関する基礎的研究

舟山耕平，三ツ木幸子，

高井俊和，山口隆司

2017.3 構造工学論文集，Vol.63A，土

木学会，pp.704-717

105 製作・施工誤差に起因する高力ボルトの片当たり

が高力ボルト摩擦接合継手の各種限界状態に及

ぼす影響

森山仁志，山口隆司，高

井俊和

2017.3 構造工学論文集，Vol.63A，土

木学会，pp.725-738

106 施工性に着目した緊急仮設橋の FEM 解析による

主桁連結部の引張接合構造の構造合理化に関す

る研究

杉本悠真，岑山友紀，江

頭慶三，山口隆司

2017.3 構造工学論文集，Vol.63A，土

木学会，pp.739-748

107 ボルト接合された L 字形材による鋼板パネルの補

強効果に関する研究

松村政秀，幸田真也，小

野潔，山口隆司

2017.3 構造工学論文集，Vol.63A，土

木学会，pp.749-762

108 水平荷重を受ける鋼 I 桁橋桁端部の耐荷性能に

関する解析的研究

松村政秀，有山大地，山

口隆司

2017.3 構造工学論文集，Vol.63A，土

木学会，pp.763-773
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109 球状黒鉛鋳鉄製当て板を用いた U リブ鋼床版の

下面補強工法に関する研究

森下弘大，山口隆司，田

畑晶子，奥村学，日高哲

郎

2017.3 構造工学論文集，Vol.63A，土

木学会，pp.1331-1342

110 施工段階を配慮した 2 回締め高力ボルトセットを用

いた高力ボルト摩擦接合継手の適用性に関する

研究

金城力，峯村智也，吉岡

夏樹，山口隆司

2017.3 鋼構造論文集，第 24 巻，第 93

号， (社 )日本鋼構造協会，
pp.39-53

111 桁端部に腐食劣化の生じた鋼 I 桁端の耐荷性能

評価に関する解析的検討

有村健太郎，有山大地，

船越博行，山口隆司

2017.4 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 73 ， No. 1 ，

pp．232-247

112 SOM による鋼アーチ橋の損傷位置・損傷程度の

検知手法に関する検討

堂ノ本翔平、山口隆司、

北原武嗣

2017.5 土木学会論文集 A2(応用力

学), Vol. 73, No. 2 (応用力学

論文集 Vol. 20), I_813-I_820

113 腐食した桁端部の耐力特性を踏まえた崩壊プロセ

スからの分類とその分析

臼倉誠，鈴木康夫，山口

隆司，三ツ木幸子

2017.8 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 73 ， No. 2 ，

pp．443-455

114 重ねはりから連想するそりねじり挙動のビジュアル

化

加藤久人，三好崇夫，玉

田和也，山口隆司

2017.8 土木学会論文集 H1（教育），

Vol. 73，No. 1，pp．76-90

115 連結板接合面にアルミ溶射を施した高力ボルト摩

擦接合継手のすべり係数およびリラクセーション特

性に関する実験的研究

東清三郎，高木優任，山

口隆司

2017.12 鋼構造論文集，第 24 巻，第 96

号， (社 )日本鋼構造協会，
pp.81-90

114 板幅および板厚が高力ボルト摩擦接合継手の支

圧限界状態に与える影響

森山仁志、杉山裕樹、山

口隆司、郎宇

2018.1 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 74 ， No. 1 ，

pp．28-43

115 内面が腐食した補剛板の耐荷力評価に関する解

析的基礎検討

廣澤直人，山口隆司，高

田佳彦

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.51-59

116 高力ボルト鋼板当て板補修部の荷重伝達機構に

関する検討

永田和寿，小川和花，小

川麻実，藤本高志，山口

隆司

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.468-478

117 既設構造物の高力ボルト摩擦接合継手接合面へ

の改良した錆促進剤の適用に関する検討

本多克行，山口隆司，橘

肇，吉岡夏樹，齊藤史

朗，中村定明

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.491-502

118 無機ジンクリッチペイント面に接着剤を塗布した高

力ボルト併用継手の引張耐力に関する実験的研

究

丹波寛夫，杉山裕樹，藤

田翔吾，山口隆司，藤本

高志，堀井久一

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.503-515

119 U リブ鋼床版下面補強工法の補強範囲に関する

解析的検討

森下弘大，山口隆司，八

ツ元仁，田畑晶子

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.583-593

120 仮桟橋部材を活用した緊急仮設橋の主桁連結構

造に関する実験的研究

岑山友紀，杉本悠真，東

博年，江頭慶三，杉田圭

哉，山口隆司

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.594-604

121 補剛リブとボルト位置が高力ボルト引張接合の継

手強度に与える影響に関する解析的研究

杉本悠真，岑山友紀，山

口隆司

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.605-616

122 1 面摩擦高力ボルト摩擦接合継手の荷重作用時

の面外変形に注目した力学的挙動に関する解析

的研究

高井俊和，森山仁志，山

口隆司，山本佑大

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.636-649

123 支圧板方式による鋼ポータルラーメン橋剛結部の

力学特性に関する実験的検討

山田貴男，谷一成，宮越

信，山口隆司，佐合大

2018.3 構造工学論文集，Vol.64A，土

木学会，pp.734-746

124 振動モード解析を用いた橋梁の洗堀評価手法に

関する研究

石澤雅隆，川合忠雄，松

村政秀，山口隆司

2018.6 鋼構造論文集，第 25 巻，第 98

号， (社 )日本鋼構造協会，
pp.67-79

125 薄鋼板に高強度ねじ付きスタッドを溶接した摩擦

接合継手の導入軸力とすべり挙動に関する研究

奥原大貴，吉田賢二，山

口隆司，吉見正頼，尾籠

秀樹

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.351-364

126 鋳鉄床版モジュール接合部に適用した高力ボルト

引張接合継手の力学的挙動に関する解析的検討

廣澤直人，山口隆司，飛

永浩伸，村山稔

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.389-398
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127 高力スタッドボルトを用いた一面摩擦接合継手の

力学的挙動に関する研究

山本佑大，山口隆司，彭

雪，奥村学

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.409-418

128 主構－床げたがボルト接合された床組構造を有す

る橋梁の疲労き裂に対する効果的な補修方法に

関する研究

舟山耕平，杉本悠真，山

口隆司，鈴木康夫，杉浦

邦征

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.506-515

129 フィラープレートによる 2 列配置高力ボルト引張継

手の高強度化に関する検討

岑山友紀，杉本悠真，東

博年，江頭慶三，杉田圭

哉，山口隆司

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.351-364

130 高力ボルト摩擦接合継手の引張載荷実験におけ

る試験体ボルト行数のすべりおよび母板降伏挙動

への影響に関する基礎的研究

高井俊和，森山仁志，山

口隆司，山本佑大

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.365-376

131 高力ボルト摩擦接合を用いた腐食損傷に対する当

て板補修部のすべり挙動に関する実験的検討

永田和寿，藤本高志，小

川和花，山口隆司

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.377-388

132 各種ケーブルのクリープを考慮した中小無補剛吊

橋の挙動に関する解析的研究

上野勝敏，山口隆司，街

道浩

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.432-440

133 支間部に腐食劣化の生じた鋼 I 桁橋の耐荷性能

評価に関する解析的検討

有村健太郎，廣澤直人，

舟山耕平，山口隆司

2019.3 構造工学論文集，Vol.65A，土

木学会，pp.441-451

134 半幅員施工下における既設合成桁床版取替え時

の主桁補強量の低減手法と合成作用に関する基

礎的研究

小林駿祐，松本崇志，

光川直宏，山口隆司

2019.9 鋼構造論文集，第 26 巻，第

103 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.1-14

135 引張荷重作用下で施工された高力ボルト摩擦接

合当て板の力学的挙動 ○神

神野巧矢，山口隆司，

小笠原照夫，内田大介，

森山仁志，網谷岳夫

2020.3 構造工学論文集，Vol.66A，土

木学会，pp.466-474

136 高力ボルト引張接合継手を適用した鋳鉄床版モジ

ュール接合部の載荷実験

廣澤直人，山口隆司，

飛永浩伸，村山稔

2020.3 構造工学論文集，Vol.66A，土

木学会，pp.497-506

137 高力ボルト摩擦接合継手の断面構成およびボルト

配置間隔がボルト孔の変形量で規定したすべり後

の支圧耐力に及ぼす影響

森山仁志，高井俊和，

山口隆司，郎宇

2020.3 構造工学論文集，Vol.66A，土

木学会，pp.507-520

138 間接連結を適用したフィラーを有する高力ボルト摩

擦接合継手のすべりおよびすべり後挙動に関する

実験的研究

古財千寿，山口隆司，

森山仁志，高井俊和

2020.3 構造工学論文集，Vol.66A，土

木学会，pp.70-80

139 施工ステップを考慮した鋼 I 桁下フランジ連結板

取替えのためのウェブに取り付けるバイパス部材に

関する解析的検討

戸田健介，田畑晶子，

山口隆司

2020.3 構造工学論文集，Vol.66A，土

木学会，pp.81-93

140 フィラープレート付きエンドプレート接合の曲げ強

度に関する解析的検討

岑山友紀，杉本悠真，

杉田圭哉，東博年，

江頭慶三，山口隆司

2020.3 構造工学論文集，Vol.66A，土

木学会，pp.106-113

141 実橋計測に基づく幅員による走行位置のばらつき

の違いとＵリブ配置が鋼床版の応力性状に及ぼす

影響検討

高田佳彦，薄井王尚，

山口隆司

2020.3 構造工学論文集，Vol.66A，土

木学会，pp.549-561

142 モルタル薄層を有する頭付きスタッドで結合された

プレキャスト床版の押抜き試験

松本崇志，浅野文佳，

小林駿祐，光川直宏，

山口隆司

2020.3 構造工学論文集，Vol.66A，土

木学会，pp.914-927

143 水平リブを有するエンドプレート接合の曲げ強度お

よびそのボルト軸力簡易評価法に関する研究

岑山友紀，杉本悠真，

山口隆司

2020.6 鋼構造論文集，第 27 巻，第

106 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.61-74

144 長期供用中の鋼橋における高力ボルト摩擦継手

の残存ボルト軸力測定とその傾向に関する基礎的

研究

飯田哲也，杉浦邦征，

山口隆司，鈴木康夫，

吉津宏夫，森田啓司，

織田博孝

2020.9 鋼構造論文集，第 27 巻，第

107 号，(社)日本鋼構造協会，

pp．9-21

145 1700Mpa 級超高力ボルトの力学性能に及ぼすボ

ルト形状寸法の影響

木村勇次，増田浩志，

山口隆司，長崎英二，

森山仁志，津崎兼彰

2020.9 鋼構造論文集，第 27 巻，第

107 号，(社)日本鋼構造協会，

pp．41-50

146 主桁断面および連結版の形状が鋼 I 桁連結部の

モーメント分担率に及ぼす影響に関する解析的検

討

佐倉亮，山口隆司，

青木康素

2020.9 鋼構造論文集，第 27 巻，第

107 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.109-117
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高力ボルトエンドプレート接合における水平リブの

荷重分担に関する解析的研究

杉本悠真，岑山友紀，山

口隆司

20212.2 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）， Vol. 77 ， No. 1 ，

pp．28-41

147 曲率を有する腹板の曲げ座屈耐荷力に関する解

析的研究

足立淳一，山口隆司，

新井新太郎，高尾道明

2020.12 鋼構造論文集，第 27 巻，第

108 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.45-52

148 3 次元 FEM 解析を用いた高力ボルトスプリットティ

ー-継手の降伏耐力式の提案

杉本悠真，山口隆司 2020.12 鋼構造論文集，第 27 巻，第

108 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.67-81

149 高力ボルトを部品とした片面施工ボルトを用いた一

面摩擦接合継手のすべり挙動に関する実験的検

討

郎 宇,林 厳,山口 隆司,

加藤 大樹,足立 健,熊野

拓志,吉田 賢二

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.360-373

150 高力ボルト多列配置型引張継手における補剛リブ

の強度向上効果

杉本悠真，山口隆司 2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.309-322

151 腐食損傷を有する鋼鈑桁橋の構造システム挙動を

考慮した補修法に関する解析的検討

大浦 涼雅,有村 健太郎,

山口 隆司

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.26-34

152 連結板ざぐり部の表面処理の仕様が皿型高力ボ

ルト摩擦接合継手のすべり耐力に与える影響

郎 宇,林 厳,山口 隆司,

加藤 大樹,足立 健,熊野

拓志,吉田 賢二

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.349-359

153 母板に 1°テーパーを有する高力ボルト摩擦接合

継手を用いた鋳鉄床版モジュール-主桁間のすべ

り挙動

白井 悠吾 ,林 厳 ,山口

隆司,飛永 浩伸,村山 稔

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.336-348

154 フィラーを有する高力ボルト摩擦接合継手の終局

限界状態を考慮した間接連結の効果に関する解

析的検討

藤原 眞幸,山口 隆司,古

財 千寿

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.296-308

155 鋼Ｉ桁下フランジ連結板取替えのためのウェブバイ

パス工法の適用範囲およびバイパス部材の形状に

関する解析的検討

松井 駿,山口 隆司,戸田

健介,荒木 健二,山内 誉

史

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.323-335

156 鋼箱桁橋の水平補剛材が終局挙動に及ぼす影響

に関する解析的研究

足立 淳一,山口 隆司,新

井 進太郎,高尾 道明

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.14-25

157 非突出型高力ボルトエンドプレート接合におけるボ

ルト軸力推定に関する解析的研究

杉本 悠真,山口 隆司 2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.398-411

158 桁端部に腐食劣化の生じた鋼 I 桁橋の主桁本数

違いを踏まえた耐荷力に関する解析的検討

有村 健太郎,大浦 涼雅,

山口 隆司

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.421-430

159 一軸引張部材の連結構造に適用した非突出型エ

ンドプレート接合に関する解析的研究

岑山 友紀 ,橘 肇 ,高尾

智之,山口 隆司

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.412-420

160 鋼コンクリート合成床版に適用する底鋼板継手部

の構造提案に向けた実験的検討

岡本真樹，奥原大貴，山

口隆司，吉田賢二

2021.3 構造工学論文集，Vol.67A，土

木学会，pp.722-732

161 現場接合部を含む当て板による主桁断面の曲げ

補強効果と補強範囲に関する解析的検討

松本 崇志,小林 駿祐,山

口 隆司

2021.3 鋼構造論文集，第 28 巻，第

109 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.63-77

162 皿型高力ボルト摩擦接合継手に用いる皿型高力

ボルトの頭部開き角度がすべり挙動に与える影響

郎宇，山口 隆司，森山

仁志，藤林 美早，吉見

正頼

2021.6 鋼構造論文集，第 28 巻，第

110 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.11-25

163 長孔を有する高力ボルト摩擦接合継手のすべり耐

力検証試験

小西 日出幸，亀崎 誠

志，浅野 文佳，山口 隆

司，堀井 いずみ，土岐

宣寛

2021.6 鋼構造論文集，第 28 巻，第

110 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.83-96

164 長尺皿型高力ボルトを用いた摩擦接合継手の力

学的挙動に関する実験的研究

中本 勇，山口 隆司、郎

宇，堀岡 良則，澁谷 敦

2021.9 鋼構造論文集，第 28 巻，第

111 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.1-9

165 桁端部に腐食劣化の生じた鋼 I 桁橋の腐食減肉

量を踏まえた耐荷力に関する解析的検討

有村 健太郎，大浦 涼

雅，山口 隆司

2021.12 鋼構造論文集，第 28 巻，第

112 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.1-12
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166 34 年経過した鋼道路鈑桁橋における高力六角ボ

ルト摩擦接合継手の残存軸力に関する基礎的研

究

飯田 哲也，杉浦 邦征，

山口 隆司，北根 安雄，

織田 博孝

2021.12 鋼構造論文集，第 28 巻，第

112 号，(社)日本鋼構造協会，
pp.63-74

167 拡大孔・長孔を有する高力ボルト摩擦接合継手の

すべり耐力低減に関する解析的検討

堀井 いずみ , 藤原 眞

幸 , 小西 日出幸 , 亀崎

誠志 , 豊田 雄介 , 山口

隆司

2022.3 構造工学論文集，Vol.68A，土

木学会，pp. 374-384

168 ハック高力ワンサイドボルトを用いた摩擦接合継手

のすべりおよびすべり後挙動に関する実験的研究

藤原 眞幸 , 山口 隆司,

原田 篤史 , 吉岡 正澄,

中野 眞次, 吉見 正頼

2022.3 構造工学論文集，Vol.68A，土

木学会，pp. 385-398

169 片面施工摩擦支圧併用継手の荷重伝達メカニズ

ムに関する解析的検討

中本 勇, 山口 隆司, 彭

瑶

2022.3 構造工学論文集，Vol.68A，土

木学会，pp. 399-409

170 高力ボルト摩擦接合鋼桁連結部の純曲げ載荷実

験による孔変形を指標とした支圧限界状態に関す

る研究

佐倉 亮, 森山 仁志, 山

口 隆司, 青木 康素

2022.3 構造工学論文集，Vol.68A，土

木学会，pp. 428-440

171 橋梁形式・ボルト種類・接合面処理が異なる実橋

高力ボルトの残存軸力評価に関する基礎的研究

飯田 哲也 , 杉浦 邦征,

山口 隆司 , 北根 安雄,

織田 博孝

2022.3 構造工学論文集，Vol.68A，土

木学会，pp. 441-457

172 接合面に不陸修正材用接着剤を塗布した高力ボ

ルト接合継手のすべり挙動およびすべり耐力に関

する基礎的研究

福辻 菜絵 , 藤本 高志,

山口 隆司 , 青木 康素,

赤松 伸祐 , 堀井 久一,

谷口 祥基

2022.3 構造工学論文集，Vol.68A，土

木学会，pp. 468-480

173 圧縮側の添接板を省略した鋼製山留め材接合部
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2009.11 鋼構造年次論文報告集，第 17

巻， (社 )日本鋼構造協会，
pp.289-294

23. 鋼トラス橋格点部の力学的挙動に関する基礎実験 吉田晋侑，山口隆司，

橋本国太郎，杉浦邦征

2009.11 鋼構造年次論文報告集，第 17

巻， (社 )日本鋼構造協会，
pp.391-398

24. 橋梁構造物の耐震性評価のための小型振動台の

有効利用法に関する研究

中西泰之，松村政秀，

北田俊行，山口隆司

2009.11 鋼構造年次論文報告集，第 17

巻， (社 )日本鋼構造協会，
pp.415-420

25. 鋼道路橋の支点上補剛材の補修設計 佐藤賢一，三ツ木幸子，

山口隆司，橋本国太郎，

杉浦邦征

2009.11 鋼構造年次論文報告集，第 17

巻， (社 )日本鋼構造協会，
pp.673-680

26. 疲労亀裂の高力ボルト当て板による補修補強に関

する２，３の考察

三ツ木幸子，山口隆司，

潘超，金銅晃久，

橋本国太郎

2010.11 鋼構造年次論文報告集，第 18

巻， (社 )日本鋼構造協会，
pp.507-514

27. 伸縮継手の衝突と取付け高力ボルトのノックオフ化

が高架橋の地震時応答の及ぼす影響に関する一

検討

松村政秀, 石原和之,

北田俊行, 山口隆司

2010.11 鋼構造年次論文報告集，第 18

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.419-424

28. 落橋防止システムの高力ボルト継手の設計法につ

いて

三ツ木幸子，金銅晃久，

酒井武志，山口隆司，

橋本国太郎

2011.11 鋼構造年次論文報告集，第 19

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.303-308

29. 鋼橋の接合部に用いる低降伏点鋼 S 字型ダンパー

の検討

田中賢太郎，北原武嗣，

山口隆司

2011.11 鋼構造年次論文報告集，第 19

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.403-408

30. 曲げ応力の低減と施工に着目した疲労亀裂補修方

法の検討

倉田真麻，三ツ木幸子，

山口隆司，橋本国太郎，

遠藤輝好

2011.11 鋼構造年次論文報告集，第 19

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.539-546

31. グラインダーの違いが亀裂除去の施工性に与える

影響について

住吉信哉，三ツ木幸子，

冨田充宏，山口隆司

2011.11 鋼構造年次論文報告集，第 19

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.547-552

32. 高性能万力を用いた疲労き裂の簡易応急補修法に

関する基礎的研究

穴太聖哉，本国太郎，

杉浦邦征，山口隆司

2011.11 鋼構造年次論文報告集，第 19

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.561-568

33. 腐食損傷したリベット格点部の繰り返し載荷時の挙

動に関する研究

藤本貴正，橋本国太郎，

杉浦邦征，山口隆司

2012.11 鋼構造年次論文報告集，第 20

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.349-356
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34. 軸力を入れない高力ボルト継手の終局耐力に関す

る基礎的研究

松並貴志，三ツ木幸子，

西川真未，山口隆司

2012.11 鋼構造年次論文報告集，第 20

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.357-364

35. 摩擦接合継手のすべり後の耐荷性能に関する基礎

的研究

西川真未，三ツ木幸子，

松並貴志，山口隆司

2012.11 鋼構造年次論文報告集，第 20

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.371-376

36. 種々鋼材から製作した小型ベローズの繰返し軸方

向変位載荷実験

松村政秀，田中賢太郎，

頭井洋，山口隆司

2013.11 鋼構造年次論文報告集，第 21

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.125-130

37. 腐食した桁端部の耐力挙動に与える支点偏心の影

響

臼倉誠，鈴木康夫，

山口隆司，三ツ木幸子

2013.11 鋼構造年次論文報告集，第 21

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.193-200

38. 疲労き裂の高力ボルト当て板による応急補修の設

計法の検討

潘超，山口隆司，

金銅晃久，三ツ木幸子

2013.11 鋼構造年次論文報告集，第 21

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.216-223

39. ノックオフ部材を併設した免震支承を有する鋼製橋

脚の地震時挙動

松村政秀，金田貴洋，

中西泰之，山口隆司

2013.11 鋼構造年次論文報告集，第 21

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.437-440

40 SBHS500 および SM490Y からなる十字断面柱の圧

縮実験

松村政秀，小野潔，

中川翔太

2014.7 第 17 回性能に基づく橋梁等の

耐震設計に関するシンポジウ

ム講演論文集，（社）土木学会

地震工学委員会，pp.307-310
41 端対傾構を有する桁端部構造の耐荷力に関する解

析的検討

松村政秀，有山大地，

山口隆司

2014.11 鋼構造年次論文報告集，第 22

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.117-122

42 高力ボルト継手の変形性能評価に関する研究 大河滉典，舟山耕平，

山口隆司，高井俊和，

三ツ木幸子

2014.11 鋼構造年次論文報告集，第 22

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.307-314

43 腐食損傷を受けた鋼鈑桁の当て板補修による性能

回復に関する研究

小川麻実，永田和寿，

町田幸大，山口隆司

2014.11 鋼構造年次論文報告集，第 22

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.872-878

44 長時間地震動が作用する鋼製橋脚の耐力低下に

関する解析的検討

北原武嗣，岸祐介，

鈴木拓馬，山口隆司

2014.10 第 34 回地震工学研究発表会

講演論文集（CD-ROM），7 頁

45 剛性の急変を伴う構造の動的解析における

Rayleigh 減衰の設定方法

中西康之，松村政秀，

山本淳史，山口隆司

2015.11 鋼構造年次論文報告集，第 23

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.154-159

46 ボルトのせん断破断を伴う高力ボルト継手の終局挙

動に関する研究

舟山耕平，高井俊和，

三ツ木幸子，山口隆司

2016.11 鋼構造年次論文報告集，第 24

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.21-28

47 追加孔を有する高力ボルト摩擦接合継手のすべり

耐力実験

山本淳史，中川翔太，

山口隆司，桑山豊六，

山内幸政，寺田能通

2016.11 鋼構造年次論文報告集，第 24

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.37-44

48 崩壊プロセスに基づいた腐食した桁端部の耐力評

価の検討

臼倉誠，山口隆司，

舟山耕平，三ツ木幸子

2016.11 鋼構造年次論文報告集，第 24

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.359-366

49 振動モード解析を用いた橋梁の洗掘評価手法に関

する研究

石澤雅隆，川合忠雄，

松村政秀，山口隆司

2016.11 鋼構造年次論文報告集，第 24

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.437-444

50 SBHS500 からなる I 形部材の横倒れ座屈実験 松村政秀，中川翔太，

山口隆司

2016.11 鋼構造年次論文報告集，第 24

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.501-508

51 多列高力ボルト摩擦接合継手のすべり耐力向上に

関する基礎的研究

高井俊和，森山仁志,

山口隆司, 山本佑大

2017.11 鋼構造年次論文報告集，第 25

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.1-7
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52 高力ボルト摩擦接合継手のすべり耐力向上に関す

る実験的研究

山本佑大，森山仁志，

山口隆司，高井俊和

2017.11 鋼構造年次論文報告集，第 25

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.24-31

53 高力ボルト摩擦接合継手のすべり後支圧耐力に関

する実験実績調査

森山仁志，山口隆司，

高井俊和

2017.11 鋼構造年次論文報告集，第 25

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.32-39

54 腐食した高力ボルトの残存軸力に関する基礎的研

究

坂田鷹起，和田直樹，

木村元哉，山口隆司

2017.11 鋼構造年次論文報告集，第 25

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.40-47

55 すべり係数に着目した当て板補修部の荷重伝達機

構に関する検討

小川和花，永田和寿，

藤本高志，山口隆司

2017.11 鋼構造年次論文報告集，第 25

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.71-76

56 犠牲部材を用いる鋼上路式アーチ橋の損傷制御に

関する基礎的研究

山本淳史，中西泰之，

松村政秀，山口隆司

2017.11 鋼構造年次論文報告集，第 25

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.335-342

57 振動モード解析を用いた橋梁の洗掘評価手法に関

する研究

石澤雅隆，川合忠雄，

山口隆司，松村政秀

2017.11 鋼構造年次論文報告集，第 25

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.578-585

58 高力ボルト摩擦接合継手の支圧挙動評価のための

解析モデルの検討

森山仁志，高井俊和，

山口隆司，山本佑大

2018.11 鋼構造年次論文報告集，第 26

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.526-533

59 スタッドボルト摩擦接合継手の接合面塗膜のすべり

係数への影響

彭 雪，山本佑大，

山口隆司，田畑晶子，

奥村学

2018.11 鋼構造年次論文報告集，第 26

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.293-300

60 母板の曲げ変形を考慮した高力ボルト摩擦接合継

手の目違いの影響

高井俊和，森山仁志，

山口隆司，山本佑大

2018.11 鋼構造年次論文報告集，第 26

巻，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.534-541

61 鋼製橋脚を有する高架橋の設計用解析モデルに関

する検討

上野勝敏，山口隆司 2019.11 鋼構造年次論文報告集，第

27，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.18-25

62 降伏点の低いフィラーを用いた高力ボルト継手のす

べり後挙動

高井俊和，森山仁志，

山口隆司，松本結実

2019.11 鋼構造年次論文報告集，第

27，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.307-315

63 高力スタッドボルトを用いた一面当て板の補修効果

に関する一考察

彭 雪，山本佑大，

奥村学，山口隆司

2019.11 鋼構造年次論文報告集，第

27，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.843-848

64 母板孔径と継手板厚が 皿型ボルト継手のすべり耐

力に及ぼす影響

郎宇，森山仁志，

山口隆司

2020.11 鋼構造年次論文報告集，第

28，（社）日本鋼構造協会 ,
pp.137-145

65 曲げを受ける桁の当て板補修部に関する実験的検

討

前原綾乃，永田和寿，

飯田将成，山口隆司，

和田均

2020.11 鋼構造年次論文報告集，第

28，（社）日本鋼構造協会, pp.
547-553

66 閉断面部材の高力スタッドボルト当て板補強に関す

る基礎的検討

彭雪，申啓航，奥村学，

山口隆司，山本佑大

2020.11 鋼構造年次論文報告集，第

28，（社）日本鋼構造協会, pp.
561-566

67 高力ボルト摩擦接合継手の継手伸びと支圧変形の

関係に関する考察

秦子策，森山仁志，

山口隆司

2021.11 鋼構造年次論文報告集，第

29，（社）日本鋼構造協会, pp.
88-99

68 縦桁を有する鋼床版箱桁のデッキ U リブ溶接部の

補修・補強に関する実橋載荷実験

申啓航，山口隆司，

武田周作，田中涼太

2021.11 鋼構造年次論文報告集，第

29，（社）日本鋼構造協会, pp.
482-489

69 曲げを受ける桁の下フランジの当て板補修部に関

する解析的検討

前原綾乃，永田和寿，

山口隆司，和田均

2021.11 鋼構造年次論文報告集，第

29，（社）日本鋼構造協会, pp.
490-496

70 当て板補修部の板幅に着目した荷重伝達に関する

検討

水野壮一郎，永田和寿，

前原綾乃，山口隆司

2021.11 鋼構造年次論文報告集，第

29，（社）日本鋼構造協会, pp.
497-502
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71 スプリットティー継手における FEM 解析のベンチマ

ークモデル

杉本悠真，山口隆司 2021.11 鋼構造年次論文報告集，第

29，（社）日本鋼構造協会, pp.
75-87

[記事]

1． （報告）合理性と景観に配慮した大黒橋（ポータルラ

ーメン橋）の設計・施工 大野良昭，中上貴裕，

杉原翔太，山口隆司

2014.6 橋梁と基礎，第 48 巻第 6 号，

建設図書，pp.20-25

2. 鈴ヶ入橋（坂元 2 号橋）の実験と施工 宮越信，姉帯信幸，

山口隆司，山田貴男，

谷一成，佐合大

2015.12 橋梁と基礎，第 49 巻第 12 号，

建設図書，pp.26-32

3. 第 39 回 IABSE シンポジウム報告 （39th IABSE シン

ポジウム 2017 年 9 月 21～23 日 於バンクーバー）

山口隆司 2018.1 JSSC (Journal of Steel Struc-
tures & Construction ), No.32
2018 年冬季号，一般社団法人

日本鋼構造協会，pp.8-9

4. (報告）既設鋼構造物の高力ボルト１面摩擦接合によ

る当て板補修・補強に関する基礎的研究

山口隆司,小笠原照夫 2019.11 高速道路と自動車，62 巻 11

号，公益財団法人高速道路調

査会・機関誌, pp.47-51

5. Japan Steel Bridge Competition 2020 木下幸治，鈴木啓悟，山

口隆司

2021.7 橋梁と基礎，第 55 巻第 7 号，

建設図書，p.63

[総説・解説等]

1. 4.3 高力ボルト引張接合継手 山口隆司 2000.3 合理化桁に関するデザインマ

ニュアル，次世代土木鋼構造

研究特別委員会 合理化桁の

設計法小委員会，日本構造協

会，pp.114-130

2. 超高強度ボルト接合 山口隆司 2003.6 第 7 回超鉄鋼ワークショップ，

使える材料，活かす新構造，

(独)物質・材料研究機構，

pp.50-51

3. 超鉄鋼による高力ボルト接合部の高性能化 山口隆司 2004.7 第 8 回超鉄鋼ワークショップ，

新構造の提案と求められる材

料技術，(独)物質・材料研究機

構，pp.40-41

4. 土木分野における高力ボルト接合-高力ボルト接合

の力学（連載第 2 回）
西村宣男，山口隆司，

亀井義典

2007.4 JSSC, NO.64, pp.35-40

5. 土木分野における高力ボルト接合-高力ボルト接合

の力学（その 3）（連載第 4 回）

西村宣男 2007.10 JSSC, NO.66, pp.37-42

6. 橋の技術史－より強くより長くより丈夫に－ 山口隆司 2008.3 （社）日本機械学会関西支部

第 83 期定時総会講演会講演

論文集 No.084-1，（社）日本機

械学会関西支部，pp.2－14-17

7. 橋梁構造物の耐震実験方法 北田俊行，山口隆司，

松村政秀

2009.1 日本試験機工業会 技術誌

「TEST」第 10 号, pp.4-7
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8. Technical Front of Steel Bridge in Japan T. Kitada

T. Yamaguchi

M. Matsumura

2010.11 Festschrift zum 60. Geburtstag

von Univ.-Prof. Dr.-Ing. Ingbert
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